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研究成果の概要（和文）：赤星直忠博士を中心とする横須賀考古学会は，1967~1968年に神奈川県三浦市所在の雨崎洞
穴遺跡（弥生～古墳期）において発掘調査を行った。本研究で出土人骨の整理を行なった結果，非焼骨について，大腿
骨がもっとも残存する部位であり，その最小個体数は19体であった。死亡年齢や性別の構成を見ると，本人骨群には少
なくとも成人男性3体，成人女性1体，性別不明成人11体，未成人5体の20体が含まれた。焼成人骨について，各部位の
出土点数に基づく個体数の算定と焼成状況の復元を試みた。人骨は少なくとも33体からなり，主体は成人であるものの
，未成人骨が複数確認された。

研究成果の概要（英文）：The present study examined the human remains from prehistoric archaeological 
sites in Kanto, Japan. The materials used here are the human remains from Amazaki sites in the Miura 
city, whose chronological age belonged to the Yayoi and Kofun periods. The morphological examination 
revealed that they are composed of cremated and non-cremated bones, whose minimum number of individuals 
is 33 and 19, respectively. This is the first evidence for showing the presence of cremated bones in the 
Kofun period.

研究分野： 自然人類学

キーワード： 古人骨
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１．研究開始当初の背景 
日本の古人骨研究は，19 世紀末から日本人

の系譜や生活の解明を目的に進められてき
た。20 世紀半ば以降には日本人の成り立ちに
関する重要な学説が金関丈夫によって提唱
された。すなわち，弥生時代に大陸から流入
した渡来人が日本人の重要な構成要素にな
ったという渡来説である。それは，九州地方
において縄文時代から弥生時代にかけて古
人骨の身体的特徴（身長や頭蓋形態）が激変
したことを根拠にしている。一方，関東地方
の弥生時代人骨を調査した鈴木尚は縄文時
代から弥生時代にかけての形質の変化は連
続的であり，身体的特徴の変化は渡来人によ
るものではなくむしろ生活環境の変化によ
って引き起こされたという変形説を提唱し
た。その後，日本人の成立に関する仮説は渡
来人と小進化の両方を総合した「二重構造モ
デル」へと発展し，現在もその説には検証が
加えられている。しかし， 米田穣が放射性
同位体年代測定を行った結果，弥生時代とさ
れていた人骨には縄文時代や古墳時代の資
料が含まれ，従来の日本人形成史のシナリオ
は再考の余地があることが明らかになった。
関東地方の古人骨は日本人起源論の鍵とな
るが，資料数の不足から十分に研究は行われ
てこなかった。 
本学は半世紀にわたり縄文時代から江戸

時代の人骨資料を精力的に収集してきた。そ
の資料は，これまでの日本人形成史の研究で
手薄であった縄文時代早期や弥生時代の資
料を含み，良好な保存状態である。この第一
級資料に基づき，全身骨に基づく生活復元や
形態解析，同位体食性分析や年代測定を通し
て，日本人形成史の新知見を求めたい。これ
まで，当講座は，中近世人骨の古病理学，古
人口学の先駆的研究から，当時の人々の姿か
たちや生活を復元した実績がある。本研究は，
これまでの研究成果を踏まえ，中近世だけで
はなく，縄文時代・弥生時代・古墳時代の未
報告人骨に重点を置き，関東地方の古代人の
形態的特徴や生活を復元するとともに，日本
人の成立に関する従来の仮説の再考も試み
る。 

 
２．研究の目的 
本研究は本学が所蔵する縄文時代から古

墳時代の未報告資料に基づき，当時の人々の
骨病変，性・年齢構成，姿かたちを明らかに
する。本学の半世紀にわたる人類学研究の積
み重ねの強みを生かしながら，千葉県天神台
遺跡出土の縄文時代早期人，神奈川県雨崎貝
塚や西ノ浜洞穴出土の弥生時代人など，未報
告資料を整理・分析し，所蔵資料のデータベ
ース作成を行う。本研究では中世や江戸時代
の古人骨研究で培ってきた研究手法を縄文
～古墳時代の新資料に応用することによっ
て，彼らの生活や系譜の実体に迫ろうとする
のが目的である。 

 

３．研究の方法 
本研究は，本学が所蔵する，縄文時代・弥

生時代・古墳時代の未報告人骨を資料とし，
資料のクリーニングや整理を行い，遺跡の発
掘図面や考古遺物の出土状況を確認しなが
ら記載を行う。古病理学的研究，古人口学的
研究，形態学的研究，年代測定，同位体食性
分析を軸にして研究を進める。 
 
４．研究成果 
雨崎洞穴出土人骨の研究 
赤星直忠博士を中心とする横須賀考古学

会は，1967~1968 年に神奈川県三浦市所在の
雨崎洞穴遺跡（弥生～古墳期）において発掘
調査を行った。出土人骨の大半は散乱した状
態の部分・断片骨であり，個体としてのまと
まりが良いものは少なかった一方，この発掘
では木棺に納められた人骨や大量の火葬骨
が発見されるなど，当時の埋葬習俗の一側面
を知る上での貴重な成果が挙げられた。本研
究では，本学のスタッフを中心として，数年
をかけて人骨の整理と分析を行い，出土人骨
の構成を明らかにした。 
非焼骨について，大腿骨がもっとも残存する
部位であり，その最小個体数は 19 体であっ
た。死亡年齢や性別の構成を見ると，本人骨
群には少なくとも成人男性 3 体，成人女性 1
体，性別不明成人 11 体，未成人 5体の 20 体
が含まれた。次に，木棺に埋葬された人骨は
2 歳程度の未成人骨であり，木棺ごと切り出
された状態で表面に露出した部位を観察し
た結果である。 
焼成人骨について，各部位の出土点数に基

づく個体数の算定と焼成状況の復元を試み
た。人骨は少なくとも 33 体からなり，主体
は成人であるものの，未成人骨が複数確認さ
れた。また，焼骨の色調および形状から見る
と，高温で長時間焼成されたと思われるもの
が多数を占め，火葬習俗が存在していたこと
が推察された。この地域の弥生～古墳時代の
遺跡において大量の焼成人骨が出土した例
は知られておらず，本人骨群は日本列島の火
葬習俗の歴史を解明する上で貴重な資料で
ある。 
現在，雨崎洞穴遺跡から出土した人骨の年

代測定をまとめているところであり，今後本
研究の成果と結果と合わせて考察すること
で，関東地方の古人骨の系譜論・生活論に資
する新知見が明らかになると期待できる。な
お，本研究課題と並行して，関東地方の縄文
時代や古墳時代の人骨の鑑定・報告を行った。 
 
エナメル質減形成の研究 
次に，江戸時代の関東地方において，集

団・階層間で乳幼児期の健康状態がどのよう
に相違するのかを明らかにするため，江戸府
中の増上寺子院群人骨群（武家集団，17世紀）
と一橋高校遺跡人骨群（町人集団，17 世紀），
および山梨の塩川遺跡人骨群（山間の農村部
集団，18 世紀），計 188 体の江戸時代人骨に



ついて，上顎中切歯 107 本，下顎犬歯 128 本
を資料とし，エナメル質減形成の出現状況を
調査した。その結果，上顎中切歯における減
形成出現率（減形成のある歯／全ての歯）は
一橋高校 67%（30/45），増上寺子院群 82%
（36/44），塩川 78%（14/18），下顎犬歯にお
ける出現率は一橋高校 84%（43/51），増上寺
子院群 100%（48/48），塩川 93%（26/28）で
あった。Fisher の直接確率法で減形成出現率
の遺跡間差を検討した結果，下顎犬歯におい
て，増上寺子院群人骨群と一橋高校人骨群の
間に 1%水準で有意差が認められた（p=0.006）。
武家を主体とする増上寺子院群人骨群で減
形成出現率が最も高い値を示したが，この所
見は，増上寺子院群の人骨群に幼小児期に死
亡した個体が多く含まれていたこと（東京都
港区教育委員会, 1988）と矛盾しない。本研
究の結果は，江戸時代前半の武家階層におけ
る未成年の健康状態が，町人集団や農村部集
団に比べて必ずしも良好ではなかったこと
を示唆するものである。 
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